
1 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５０年のあゆみ 

 



2 

 

埼玉国体ライフル競技を朝霞射撃場で開催（昭和42年）

北朝霞区画整理事業（昭和48年）

市役所新庁舎落成（昭和47年）

市制施行、市章制定 公害対策基本法公布

（初代市長　渡辺源蔵氏）　 日本の人口１億人突破 人 人

朝霞第五・六小学校開校 世帯 世帯

朝霞市消防本部、消防署発足 （昭和42年1月1日現在） （昭和51年1月1日現在）

埼玉国体ライフル競技を朝霞射撃場で開催

■人口及び世帯数の推移
第２共同調理場（旧幸町共同調理場）完成、 郵便番号制度実施

中学生にも給食開始 ３億円事件

朝霞市歌・朝霞音頭の発表会開催 アポロ11号月面着陸

東名高速道路全線開通

北朝霞区画整理事業起工式挙行 日本初の人工衛星「おおすみ」打ち上げ成功　

第１次住居表示整備実施 日本万国博覧会開催（大阪）

（本町・幸町・栄町・仲町・膝折町１～４丁目） よど号ハイジャック事件

第11回国勢調査

（朝霞市人口　67,938人　世帯　18,693）

朝霞第六小学校、現在地に校舎完成し移転 沖縄返還協定調印式

泉水浄水場一部完成、送水開始 マクドナルド銀座１号店開店

北朝霞公園完成 札幌で冬季五輪開催

朝霞第七小学校開校 浅間山荘事件

市制施行５周年記念式典挙行 沖縄県、本土復帰

市役所新庁舎が完成、業務開始 上野動物園でパンダ公開（ランラン、カンカン） ■人口及び人口増減率の推移

朝霞第三中学校開校 石油危機（第一次オイルショック）

武蔵野線開通、北朝霞駅開設 関門橋開通

円、変動相場制に移行

東武東上線朝霞台駅開設 セブンイレブン１号店開店

北朝霞区画整理事業により町名変更 佐藤栄作元首相がノーベル平和賞受賞

（北原・西原・浜崎・東弁財・西弁財）

緑ヶ丘通線（東円寺交差点～花の木交差点）開通

北朝霞土地区画整理事業完了 ベトナム戦争終戦

山陽新幹線全線開通

沖縄海洋博開催（沖縄）

朝霞第八小学校開校 鹿児島で五つ子誕生

北朝霞公民館開館 ロッキード事件で田中角栄前首相逮捕

武道館開館

市民会館開館

（1976） 5月 1日

5月 8日

9月 1日

12月27日

昭和50年 7月29日

昭和51年 4月 1日

（1975）

（1974） 8月14日

（1972） 4月 1日

6月 1日

6月 5日

昭和48年 1月22日

（1973） 4月 1日

昭和49年 8月 6日

昭和46年 2月 1日

（1971） 6月 1日

昭和47年 4月 1日

10月 1日

4月 1日

10月24日

昭和43年 4月 1日

（1968）

昭和44年 3月29日

（1969）

昭和45年 2月14日

（1970） 5月 1日

人口 81,078

世帯 27,462

朝霞市のあゆみ 社会のできごと

3月15日

昭和42年市制施行、朝霞市が誕生。

人口 55,369

世帯 18,821
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保健センター開所（昭和54年）

猪苗代湖自然の家開所（昭和53年）

総合体育館完成（昭和57年） 第１回朝霞市民まつり開催（昭和59年）

朝霞第四中学校開校 初の静止気象衛星ひまわり１号打ち上げ

第２次住居表示整備実施 王貞治氏、７５６号本塁打の世界記録達成 人 人

（溝沼・膝折町５丁目・本町１丁目２３～３８番） 有珠山噴火 世帯 世帯

市制施行１０周年記念式典挙行 （昭和52年1月1日現在） （昭和61年1月1日現在）

猪苗代湖自然の家開所 新東京国際空港（成田空港）開港 ■人口及び世帯数の推移
市民憲章および市の木、市の花制定 日中平和友好条約調印

宮城県沖地震

朝霞第五中学校開校 第二次オイルショック

保健センター開所 アジア初の東京サミット開催

第３次住居表示整備実施（岡・根岸台） 木曽御岳山噴火

内間木支所新庁舎完成 イラン・イラク戦争勃発

東朝霞公民館開館 ルービックキューブ発売

朝霞陸橋開通 ローマ法王来日

第４次住居表示整備実施（三原・泉水） スペースシャトル１号機コロンビア打ち上げ成功

朝霞第九小学校開校 日本航空３５０便（羽田沖）墜落事故

市制施行１５周年記念式典挙行 テレホンカード発行（カード式公衆電話普及開始）

総合体育館、中央公園完成 東北新幹線開業

公共下水道一部供用開始 上越新幹線開業

内間木公民館開館 東京ディズニーランド開業 ■人口及び人口増減率の推移
第５次住居表示整備実施（朝志ヶ丘・宮戸・田島） 日本海中部地震

内間木バイパス開通 三宅島噴火

本町隧道開通 ファミリーコンピュータ発売

西朝霞公民館開館 新札発行(１万円、５千円、千円)

中央公民館・コミュニティセンター開館 エリマキトカゲ日本初上陸

第１回朝霞市民まつり開催 グリコ森永事件

朝霞市行政改革大綱策定 青函トンネル貫通

日本航空１２３便墜落事故

ＮＴＴとＪＴ発足

関越自動車道全線開通

特別養護老人ホーム「朝光苑」開所 チェルノブイリ原子力発電所事故

広沢土地区画整理事業の事業決定 東京サミット

伊豆大島（三原山）噴火

朝霞市のあゆみ 社会のできごと

昭和52年 4月 1日

（1977） 5月 5日

昭和53年 8月17日

（1978） 10月 2日

10月 1日

4月 1日

8月13日

9月 3日

昭和59年 5月 1日
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昭和54年 4月 1日

3月27日
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5月 5日
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昭和56年

（1979）

昭和55年 3月99日

昭和57年

7月28日

昭和60年

（1985）

6月 1日

（1986） 7月21日

12月 0日

昭和61年

人口 85,114 人口 93,608

世帯 28,905 世帯 33,795
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東武東上線・地下鉄有楽町線相互乗り入れ開始（昭和62年） ごみ処理施設完成（昭和６３年）

朝霞水門が完成（平成7年）

健康増進センター「わくわくどーむ」開所（平成6年）

市制施行２０周年記念式典挙行 国鉄分割・民営化でＪＲ誕生

東武東上線・地下鉄有楽町線相互乗り入れ開始 大韓航空機爆破事件 人 人

朝霞市立図書館開館 東北自動車道全線開通 世帯 世帯

（昭和62年1月1日現在） （平成8年1月1日現在）

ごみ処理施設完成 青函連絡船廃止・青函トンネル開業

溝沼子どもプール開所 瀬戸大橋が開通 ■人口及び世帯数の推移

市長選挙（岡野義一氏当選） 消費税導入（３％）

朝霞台駅南口地下自転車駐車場オープン ベルリンの壁崩壊

昭和天皇崩御

弁財市民センター開所 第１回大学入試センター試験実施

朝霞台出張所開設 日本人初の宇宙飛行（秋山豊寛氏）

東西ドイツ統一

市の行政組織機構を再編整備 バブル経済崩壊

第一回中学生海外親善派遣事業実施 雲仙普賢岳大火砕流発生

ソ連解体

市制施行２５周年記念式典挙行 国際平和協力法（PKO法）公布カンボジアに自衛隊派遣

滝の根庭球場開設 尾崎豊追悼式

市の花デザイン、イメージ標語決定 学校週５日制開始

図書館の広域利用制度開始（４市５館） サッカーＪリーグ開幕

市長選挙（塩味達次郎氏当選） レインボーブリッジが開通

■人口及び人口増減率の推移
健康増進センター「わくわくどーむ」開所 松本サリン事件

市内循環バスの運行開始 関西国際空港が開港

消防新庁舎が完成、業務開始 日本人女性初宇宙飛行（向井千秋氏）

朝志ヶ丘市民センター開所 米不足でタイ米緊急輸入

朝霞水門が完成 阪神・淡路大震災

泉水浄水場管理棟が完成、業務開始 地下鉄サリン事件

市民まつりの愛称が彩夏祭に決定 Windows 95発売

子ども相談室開設 ゆりかもめ開通

宮戸市民センター開所 O-１５７による集団食中毒発生

栄町市民センター開所 海の日施行

朝霞市のあゆみ 社会のできごと

昭和62年 4月24日

（1987） 8月25日 人口 110,100
10月31日 世帯 34,634 世帯 45,320
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市民会館「ゆめぱれす」オープン（平成10年）

朝霞市斎場開設（平成9年）

産業文化センター開所（平成11年） 彩の国まごころ国体軟式野球競技を中央公園野球場で開催（平成16年）

仲町市民センター開所 消費税率を５％に引き上げ

朝霞市博物館開館 山一證券破綻 人 人

朝霞市憩いの湯「湯～ぐうじょう」開設 東京湾アクアライン開通 世帯 世帯

情報公開制度・個人情報保護制度開始 （平成9年1月1日現在） （平成18年1月1日現在）

市制施行３０周年記念式典挙行

溝沼市民センター開所 ■人口及び世帯数の推移
第６次住居表示整備実施

（北原・西原・浜崎・西弁財・東弁財）

朝霞市斎場開設

市民会館「ゆめぱれす」オープン 冬季長野オリンピック開催

４市消防が広域化「朝霞地区一部事務組合 明石海峡大橋開通

埼玉県南西部消防本部」発足 郵便番号７桁化

産業文化センター開所 東海村JCO臨界事故

朝霞市立図書館北朝霞分館開館 欧州単一通貨「ユーロ」始動

総合福祉センター「はあとぴあ」開所 新紙幣２千円札発行

朝霞市リサイクルプラザ「エコネットあさか」開所 ストーカー規制法公布

戸籍事務のコンピュータ化開始 家電リサイクル法施行

朝霞第十小学校開校 アメリカ同時多発テロ事件

旧高橋家住宅が国の重要文化財に指定される 埼玉スタジアム完成

中央省庁再編

■人口及び人口増減率の推移
市制施行３５周年記念式典挙行 サッカーワールドカップ開催（日韓共催）

学校給食センター溝沼共同調理場が完成 欧州通貨統一（ユーロ）

朝霞市・志木市・和光市・新座市の合併の 地上デジタルテレビ放送が東京、大阪、名古屋で開始

是非を問う住民投票実施 さいたま市が政令指定都市に移行

住民投票の結果４市合併協議会で４市合併を非と決定 イラク戦争

ファミリー・サポート・センターの活動開始

溝沼老人福祉センター、みぞぬま児童館開所 戦地イラクに自衛隊派遣

第５９回国民体育大会の軟式野球競技を １万、５千、千円の新紙幣発行

中央公園野球場で開催 新潟県中越地震

第７次住居表示整備実施（青葉台・本町・栄町５丁目） 運転中の携帯電話使用が罰則対象に

朝霞市子ども議会の開始 郵政民営化法成立

市長選挙（富岡勝則氏当選） 耐震偽装問題

朝霞第一中学校改築開校 ＷＢＣで日本優勝

指定管理者制度開始 しまなみ海道（西瀬戸自動車道）全線開通

朝霞市のあゆみ 社会のできごと
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膝折市民センター・ひざおり児童館の落成式典（平成21年） 基地跡地暫定利用広場「朝霞の森」オープン（平成24年）

朝霞市障害者ふれあいセンター開所（平成28年）

それいゆぷらざ（女性センター）開所式典（平成25年）

朝霞駅前出張所開所 日本郵政公社民営化

市民活動支援ステーションオープン 新潟県中越沖地震 人 人

市役所で総合窓口サービス開始 世帯 世帯

朝霞駅南口広場完成 （平成19年1月1日現在） （平成28年1月1日現在）

朝霞駅東口広場完成（広場完成に合わせて 岩手・宮城内陸地震 ■人口及び世帯数の推移
北口から名称変更） 秋葉原無差別殺傷事件

東武東上線・地下鉄副都心線相互乗り入れ開始 リーマンブラザーズ破綻

「深井戸天然水　朝霞の雫」の販売を開始 後期高齢者医療制度スタート

父子家庭支援手当制度開始 日本が
W
B
C連覇

膝折市民センター、ひざおり児童館開所 裁判員制度スタート

衆院選で民主党圧勝、鳩山内閣発足

朝霞第五小学校新校舎完成 宮崎・家畜伝染病「口蹄疫」被害

朝霞第四小学校改築開校 尖閣諸島で中国漁船が巡視船に衝突

朝霞第四・五小学校で自校式給食開始

一般国道２５４号和光富士見バイパス

（第１期整備区間）開通

シニア活動センター開所

朝霞市配偶者暴力相談支援センター業務開始 東日本大震災Ｍ９．０（震度７）

朝霞第五小学校新体育館棟完成 東電福島第一原発事故

未収金対応プロジェクト・チームを設置 東京スカイツリー開業 ■人口及び人口増減率の推移
市制施行４５周年記念式典挙行 衆院選で自公大勝、政権復帰

朝霞市障害者虐待防止センターを開所 新東名高速開通

基地跡地暫定利用広場「朝霞の森」オープン 三陸沖地震

それいゆぷらざ（女性センター）を開所 富士山が世界文化遺産登録

朝霞駅前出張所でパスポートの業務を開始 伊豆大島で土石流災害

納税コールセンターを開設 気象庁が「特別警報」開始

「黒目川」や「彩夏祭」等をシティ・セールス 消費税８％に増税

朝霞ブランドに認定 広島土砂災害

「広報あさか」全戸配布開始 御嶽山噴火

路上ライブ認定制度を開始 口永良部島・新岳爆発的噴火

朝霞市議会インターネット中継を開始 北陸新幹線開業

オリンピック・パラリンピック準備室を設置 マイナンバー制度運用開始

朝霞市障害者ふれあいセンター開所 熊本地震

朝霞市日本手話言語条例施行 北海道新幹線開業

選挙権１８歳以上に改正

朝霞市のあゆみ 社会のできごと

平成19年 5月 1日
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8月      
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